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生産現場の財務的評価方法

一生産企業における改善活動の評価方法一

(内容の要旨)

金融機関が生産企業に融資を行在う際、一般には財務諸表ベースの評価や担保重視の審査が行なわ

れることが多く、衛融機関の担当者が生産現場に足を運んで生産企業の体質を査定することは少ない。
一方、生産企業の側でも、自らの活動内容を、金融機関に分かりやすく数値化して説明する指標を持

つていない。金融機関に身を置いていた人間として、こうした状況に疑間を感じ、金融と生産の両者

がこれからの時代に連携を深めていくべきとの考え方に立ち、本研究では、生産企業における改善活

動の成果を定量的に表わす新たな評価指標を提案する。

評価指標の考案に当たり、本研究では、生産企業の原夕点として、現場で生み出される 「付加価値」

と、現場をベースとして展開される改善活動に着目する。そして、生産企業が改善活動を進めること

により、投人される原材料 (マテリアルユースリツース)と 、人 設 備といつた手段 (タイムユ
ース

リツース)の 原単位を削減しつつく算出される付加価値総額を増大させていくことに着眼し、両者の

比率 (倍率)力S改善活動の成果を表すことに注目する。そこから、設備有高当りの付加価値、販売管

理費当りの付加価値、棚卸資金当りの付加価値という3つ の指標 (設備有高倍率、販売管理費倍率、

WS卸資産倍率)を 提案し、それぞれが意味する内容を検討している。

その上で、提案した 3つ の倍率指標を、継続的な改善活動で知られている抵抗器メ
ーカーKOA株

式会社と、 ト ヨタ生産方式による改善で知られているトヨタ系部品メーカー7社 に適用し、改善活動

の時系列での成果が、3つ の指標により定量的に示されることを検証している。また、同じトヨタグ

ループにおいても、改善に熱心な企業とそうでない企業では、3つ の指標の値が大きく異なることを

確認している。

本研究で提案している指標は、単純で分かりやすく、時系列比較や業界内比較を可能にするという

特徴がある。さらなる指標の精級化という課題は残されているが、これらの指標は、実務的には、金

融機関が生産企業での改善活動を理解するための一助となることが期待される。


